様式第２号（第９関係）

令和　　年　　月　　日
大分県知事　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（養成施設名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（養成施設所在地）
                                      （設立者氏名）　　　　
                                      （代表者氏名）　　　　
調理師養成施設の変更承認申請書
　このたび○○調理師学校において次の事項を変更したいので、調理師法施行令第１条の２及び調理師法施行規則第８条の規定により、別紙書類を添えて申請します。
記
１　教科課程ごとの生徒の定員
（変更前）
（変更後）
２　同時に授業を行う生徒の数（学級数を含む）
（変更前）
（変更後）
３　修業期間
（変更前）
（変更後）
４　教科課程
（変更前）
（変更後）
（記入上の注意）
（１）設立者氏名は、法人名を記載すること。（学校法人○○学園　等）
（２）代表者氏名は、法人の代表者の氏名を記載すること。（理事長○○○○　等）
（備考）
　・｢教科課程ごとの生徒の定員｣を変更する場合は、変更しようとする年度の４か月前までに、それ以外の事項にあっては、変更しようとする２か月前までに申請書を提出すること。
変 更 承 認 申 請 書 一 件 書 類（目 次）
（変更承認申請書付属書類）
１　変更の予定年月日
２　変更の理由
３　変更後の入所の時期
４　変更後の担当教科一覧（担当科目別教員数を含む）
５　変更後の教科課程別（専修学校（専門・高等・一般）課程、各種学校、高等学校、短大別、昼・夜間部別、修業期間別）総授業時間数
６　変更後の施設の各室の用途及び面積並びに建物の配置図及び平面図
７　変更後の設備の状況
８　変更後２年間の財政計画及びこれに伴う収支予算
９　過去３年間における生徒の募集状況
（添付書類）　　
１　学則
２　その他
ア　教員の履歴書（指定及び直近までの変更承認申請の際に提出した教員分は除く）
イ　時間割表
ウ　入学者の需要見込み（市場調査等）
エ  申請を行う旨を決定した際の理事会等の議事録
（変更承認申請事項記載例）
１　変更の予定年月日
　　　令和　　年　　月　　日
２　変更の理由（詳細に記入すること）
３　変更後の入所の時期
昼間部　　毎年４月
夜間部　　毎年４月及び１０月
（備考）
	区分
	課程
	修業期間
	学級数
	４月
	１０月
	４月
	１０月
	４月
	１０月
	４月

	昼
間
部
	専門

	２年

	１
	○
	
	
	
	○
	
	

	
	
	
	１
	
	
	○
	
	
	
	○

	
	専門
	１年
	２
	○
	
	○
	
	○
	
	○

	
	高等
	１年
	１
	○
	
	○
	
	○
	
	○

	夜
間
部
	一般

	1.5年

	１
	○
	
	
	○
	
	
	○

	
	
	
	１
	
	○
	
	
	○
	
	

	
	
	
	１
	
	
	○
	
	
	○
	


４　変更後の担当教科一覧（担当科目別教員数を含む）
	
	氏　　名

	昼　間　部
	夜　間　部

	
	
	＊＊＊＊＊
	＊＊＊＊＊
	＊＊＊＊＊
	＊＊＊＊＊
	＊＊＊＊＊
	＊＊＊＊＊
	＊＊＊＊＊
	＊＊＊＊＊
	＊＊＊＊＊
	＊＊＊＊＊
	＊＊＊＊＊
	＊＊＊＊＊
	＊＊＊＊＊
	＊＊＊＊＊
	＊＊＊＊＊
	＊＊＊＊＊
	＊＊＊＊＊
	＊＊＊＊＊
	＊＊＊＊＊
	＊＊＊＊＊
	＊＊＊＊＊
	＊＊＊＊＊

	専
任
教
員

	○○　○○
	
	
	
	
	
	
	
	○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	○
	
	
	

	
	○○　○○
	
	○
	
	○
	
	
	
	
	
	
	
	
	○
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	○○　○○
	
	
	
	
	
	○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	○○　○○
	
	
	○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	○○　○○
	
	
	
	
	○
	
	○
	
	
	
	
	
	
	
	○
	
	
	
	
	
	
	

	
	○○　○○
	
	
	
	
	
	
	
	○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	○○　○○
	
	
	
	
	
	
	
	
	○
	
	
	
	
	
	
	
	
	○
	
	
	
	

	
	○○　○○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	○○　○○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	○○　○○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	兼
任
教
員

	○○　○○
	
	
	
	
	
	
	○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	○
	
	
	

	
	○○　○○
	
	
	
	
	
	○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	○○　○○
	
	
	
	○
	
	
	
	
	
	
	
	
	○
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	○○　○○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	○

	
	○○　○○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	○○　○○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	○○　○○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	○○　○○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	○○　○○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	助
手
	○○　○○
	
	
	
	
	
	
	
	○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	○○　○○
	
	
	
	
	
	
	
	○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	○○　○○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	○
	
	
	


（記入上の注意）
　この表には、全ての課程の教員の状況を記載し、担当科目に○印を付すこと。
５　変更後の教科課程別（（専門・高等・一般）別、昼・夜間部別、修業期間別）
　総授業時間数
（１）修業期間
　　　　昼間部、専門課程　　１年及び２年　　
　　　　昼間部、高等課程　　１年
　　　　夜間部、一般課程　　１年６か月
（２）教科課程
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（専修・各種学校用）
	学則等規定
教育内容

	学則等規定
授業時間数
	学則規定
教科科目
	　○間部
○○課程△年
授業時間
	○間部
○○課程△年
授業時間
	○間部
○○課程△年
授業時間

	食生活と健康

	　９０時間
　
	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	
	
	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	食品と栄養の特性
	１５０時間
	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	
	
	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	食品の安全と衛生
	１５０時間
	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	
	
	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	調理理論と
食文化概論
	１８０時間
　
	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	
	
	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	調理実習

	３００時間
	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	
	
	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	総合調理実習

	９０時間
	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	
	
	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	小　　　　計
	９６０時間
	小　　計
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	その他
	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	
	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	

	
	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	

	
	＊＊＊＊
	○○時間
	
	

	
	＊＊＊＊
	○○時間
	
	

	
	小　　計
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	合　　　　計
	○○○時間
	○○○時間
	○○○時間

	
	

	


（記入上の注意）
　　学則等規定授業時間数及び授業時間数は、単位に替えても差し支えないこと。
（２）教科課程
（高等学校・専修学校高等課程〈文部科学大臣指定〉用）
	規則等規定
教育内容
	  規則等規定

　単位数
	　学則規定　
教科科目
	　　　　
授業単位

	食生活と健康

	３単位
	＊＊＊＊＊
	○単位

	
	
	＊＊＊＊＊
	○単位

	食品と栄養の特性

	５単位

	＊＊＊＊＊
	○単位

	
	
	＊＊＊＊＊
	○単位

	食品の安全と衛生

	５単位

	＊＊＊＊＊
	○単位

	
	
	＊＊＊＊＊
	○単位

	調理理論と食文化概論
	６単位

	＊＊＊＊＊
	○単位

	
	
	＊＊＊＊＊
	○単位

	調理実習
	９単位
	＊＊＊＊＊
	○単位

	
	
	＊＊＊＊＊
	○単位

	総合調理実習
	３単位

	＊＊＊＊＊
	○単位

	
	
	＊＊＊＊＊
	○単位

	小計
	３１単位
	小　　計
	○○単位

	その他
	＊＊＊＊＊
	○単位

	
	＊＊＊＊＊
	○単位

	
	＊＊＊＊＊
	○単位

	
	＊＊＊＊＊
	○単位

	
	＊＊＊＊＊
	○単位

	
	＊＊＊＊＊
	○単位

	
	小　　計
	○○単位

	合　　　　　　　　　　　　　　計
	○○単位

	
	

	


（注）　１単位は、３５単位時間（１単位時間は５０分）である。
（３）授業計画（○○課程、○間部、修業期間○年）
　　　第○学期　　○月○日～○月○日　実質授業週数　○○週
（１年Ａ組）
	
	9:00～
9:50
	10:00～
10:50
	11:00～
11:50
	12:50～
13:40
	13:50～
14:40
	14:50～
15:40
	15:50～
16:40

	
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７

	月
	
	
	
	
	
	
	

	火
	
	
	
	
	
	
	

	水
	
	
	
	
	
	
	

	木
	
	
	
	
	
	
	

	金
	
	
	
	
	
	
	

	土
	
	
	
	
	
	
	


（注）ただし、毎月第○曜日は、休業日とする。
（１年Ｂ組）
	
	9:00～
9:50
	10:00～
10:50
	11:00～
11:50
	12:50～
13:40
	13:50～
14:40
	14:50～
15:40
	15:50～
16:40

	
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７

	月
	
	
	
	
	
	
	

	火
	
	
	
	
	
	
	

	水
	
	
	
	
	
	
	

	木
	
	
	
	
	
	
	

	金
	
	
	
	
	
	
	

	土
	
	
	
	
	
	
	


（注）ただし、毎月第○曜日は、休業日とする。
（記入上の注意）
　１　学年、組別に製表し、学期別、課程別（専門・高等・一般）、昼・夜間部別、修業期間別に別葉とすること。
　２　週５日制、週６日制を併用する場合は、脚注に「ただし、毎月第○週○曜日は、休業日とする。」と記入すること。
　３　完全週休５日制の場合は、開講しない曜日の欄に「休業日」と記入すること。
　４　規定の教育内容及び授業時間数の授業が確実に実施され、ゆとりある授業計画であること。
　５　１授業時間は５０分を原則とし、教育上支障がない場合には、講義については２授業時間、実習については３授業時間を連結した授業でも差し支えないこと。
（４）教員の１週間当たりの教科科目別授業時間表
第○学期　　○月　○日　　～　　○月　○日　　実質授業週数　○週
	氏　　　名
	○○　○○
	資　　格
	＊＊＊＊＊＊＊＊＊

	担当教科課程
	専・兼別
	担当教科科目

	ア
	○間部○○課程○年
	
	
	
	

	イ
	○間部○○課程○年
	
	
	
	

	ウ
	○間部○○課程○年
	
	
	
	


	
	9:00～
9:50
	10:00～
10:50
	11:00～
11:50
	12:50～
13:40
	13:50～
14:40
	14:50～
15:40
	15:50～
16:40

	
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７

	月
	教科科目
	
	
	
	
	
	
	

	
	学年組
	
	
	
	
	
	
	

	火
	教科科目
	
	
	
	
	
	
	

	
	学年組
	
	
	
	
	
	
	

	水
	教科科目
	
	
	
	
	
	
	

	
	学年組
	
	
	
	
	
	
	

	木
	教科科目
	
	
	
	
	
	
	

	
	学年組
	
	
	
	
	
	
	

	金
	教科科目
	
	
	
	
	
	
	

	
	学年組
	
	
	
	
	
	
	

	土
	教科科目
	
	
	
	
	
	
	

	
	学年組
	
	
	
	
	
	
	


	担 当 教 科 科 目
	１週間当たり授業時間数
	１学期授業時間数

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合　　　　　計
	
	


（記入上の注意）
　１　教員別に製表し、担当教科課程欄には昼・夜間部別、課程別（専門・高等・一般）修業期間を記入すること。
　２　学年組欄は担当教科課程の区別がわかるよう、例えば、教科課程の区別（ア、イ、ウ、）－２年Ａ組と記入すること。
　３　週５日制、週６日制を併用する場合は、脚注に「ただし、毎月第○週○曜日は、休業日とする。」と記入すること。
　４　完全週５日制の場合は、開講しない曜日の欄に「休業日」と記入すること。
　５　規定の教育内容及び授業時間数の授業が確実に実施される授業計画であれば、６時限授業であっても差し支えなく、その場合、７時限の欄は空白とすること。
６　変更後の施設の各室の用途及び面積並びに建物の配置図及び平面図
（１）施設の各室の用途及び面積
（２）付近見取図
（３）建物の配置図
（４）各室の配置図
    ア　事務室、教員室、医務室、更衣室、図書室
    イ　普通教室（１）（２）（３）
    ウ　調理実習室、準備室、倉庫
    エ　総合調理実習室
    オ　ホール、玄関付近

カ　その他
　（作成上の注意）
　　　図面は、最後に編さんしても差し支えないこと。
（１）施設の各室の用途及び面積
１階
	
	室名
	用途
	専用・共用
の別
	面積（㎡）
	収容人員

	１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
	事務室
教員室
医務室
更衣室（男）
　〃　（女）
図書室
普通教室（１）
〃　（２）
〃　（３）
調理実習室
準備室
総合調理実習室
ホール
倉庫
その他
	生徒用
〃
〃
講義用
〃
〃
実習用
実習用
	専用
〃
〃
〃
専用
	17.5
25.5
10.0
18.0
18.0
16.5
66.0
66.0
66.0
66.0
28.0
66.11
102.15
12.0
88.0
	60
60
40
40
40
40



その他は・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・である。
	
	事務室
	教員室
	医務室
	更衣室（男）
	更衣室（女）
	普通教室（１）
	普通教室
（２）
	普通教室（３）

	玄関
	
	

	
	ホール
	図書室
	総合調理
実習室
	準備室

倉庫
	調理実習室


（記入上の注意）
　　校舎、各階別に施設の内容を記載すること。
（２）付近見取図


                                                 スーパーマーケット








                          ○
                          ○                                    ○○調理師学校
                          銀                   ○○郵便局
                          行






                          ○
                             ○
                                 川
     （記入上の注意）
         目印になるものなどを具体的に記入すること。
（３）建物の配置図


          道

          路                                          寄　宿　舎
                              　○
                              　○

                              　調
                                理                     ○
                                                       ○
                                師                     ○
                                                       洋
                                学                     裁
                                                       学
                                校                     校

                        　駐　車　場

（４）各室の配置図
    ア　事務室、教員室、医務室、更衣室、図書室
　　　　

（平面図記載）

    イ　普通教室（１）（２）（３）
（平面図記載）

    ウ　調理実習室、準備室、倉庫
（平面図記載）

    エ　総合調理実習室
（平面図記載）

    オ　ホール、玄関付近

（平面図記載）

カ　その他
（平面図記載）
　（作成上の注意）
　　　図面は、最後に編さんしても差し支えないこと。
７　変更後の設備の状況
（１）普通教室
	品名
	数量
	備考

	
	普通教室１
	普通教室２
	普通教室３
	

	生徒用机
生徒用いす

	４０
４０

	４０
４０

	４０
４０

	１人用
〃



（２）調理実習室
	品　　 名
	数量
	備　考
	品　　名
	数量
	備　考

	冷却用機器 
加熱調理機器
調理台
流し

食器保管庫

調理実験器具
	
	
	
	
	 


（３）総合調理実習室
	品　　 名
	数量
	備　考
	品　　名
	数量
	備　考

	冷却用機器 
加熱調理機器
食器の洗浄・消毒用機器
配膳及び配食用機器
調理台
流し

食器保管庫


	
	
	
	
	 


８　変更後２年間の財政計画及びこれに伴う収支予算
（１）令和○○年度　収支予算書
 　　　　歳　入
　　　　　　　　　　経常部　　　　　　　　　　   　円也
　　　　　　臨時部　　　　　　　　　　   　円也
　　　　　　　計　　　　　　　　　　　   　円也
　　 　　歳　出
　　　　　　　　　　経常部　　　　　　　　　　　   円也
　　　　　　臨時部　　　　　　　　　　   　円也
　　　　　　　計　　　　　　　　　　　   　円也
  　　　 歳入歳出差引残金　　　　　　　　　　　　　円也
収入　経常部　内訳
	科目
	予算額
	前年度
予算額
	増△減額
	摘要

	１　基本財産収入
	
	
	
	

	（１）積立金利子
	
	
	
	

	（２）その他の基本財産収入
	
	
	
	

	２　運用財産収入
	
	
	
	

	（1） ○○積立金利子
	
	
	
	

	（2） ○○財産収入
	
	
	
	

	３　○○学校収入
	
	
	
	

	（1） 授業料
	
	
	
	1人年額　　　　円
　　　　○○○人分

	（2） 入学金
	
	
	
	1人　　　　　　円
　　　　○○○人分

	（3） 入学検定料
	
	
	
	1人　　　　　　円
　　　　○○○人分

	（4） 実習費
	
	
	
	

	（5） 証明手数料
	
	
	
	

	（6） ○○費
	
	
	
	

	（7） 雑収入
	
	
	
	

	４　○○学校収入
	
	
	
	

	（1） 授業料
	
	
	
	1人年額　　　　円
　　　　○○○人分

	（2） 入学金
	
	
	
	1人　　　　　　円
　　　　○○○人分

	（3） 入学検定料
	
	
	
	1人　　　　　　円
　　　　○○○人分

	（4） 実習費
	
	
	
	

	（5） 証明手数料
	
	
	
	

	（6） ○○費
	
	
	
	

	（7） 雑収入
	
	
	
	


	科目
	予算額
	前年度
予算額
	増△減額
	摘要

	５　寄宿舎収入
	
	
	
	

	（1） 舎費
	
	
	
	1人月額　　　円
　　　人／月分

	（2） 食費
	
	
	
	

	（3） 雑収入
	
	
	
	

	６　収益事業収入
	
	
	
	

	７　補助金
	
	
	
	

	８　寄付金
	
	
	
	○○後援会　　　円
○○会　　　　　円

	９　その他の収入
	
	
	
	

	前年度繰越金
	
	
	
	

	経常部合計
	
	
	
	


収入　臨時部　内訳
	科目
	予算額
	前年度
予算額
	増△減額
	摘要

	１　補助金
	
	
	
	

	２　寄付金
	
	
	
	

	３　借入金
	
	
	
	

	４　前年度繰越金
	
	
	
	

	５　○○○金
	
	
	
	

	臨時部合計
	
	
	
	


支出　経常部　内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	科目
	予算額
	前年度
予算額
	増△減額
	摘要

	１　○○学校費
	
	
	
	

	（１）給料
	
	
	
	

	学校長
	
	
	
	

	教員
	
	
	
	1人年額　　　　円
　　　　○○○人分

	兼任教員
	
	
	
	1時間　　　　　円
　　　　　　／時分

	事務員
	
	
	
	1人年額　　　　円
　　　　○○○人分

	その他
	
	
	
	

	（２）諸給
	
	
	
	

	旅費
	
	
	
	

	手当
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	

	（３）備品費
	
	
	
	

	機械器具費
	
	
	
	

	図書費
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	

	（４）消耗品費
	
	
	
	

	消耗品費
	
	
	
	

	印刷費
	
	
	
	

	通信運搬費
	
	
	
	

	光熱水料
	
	
	
	

	研究費
	
	
	
	

	実習費
	
	
	
	

	修繕費
	
	
	
	

	保険料
	
	
	
	

	雑費
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


	科目
	予算額
	前年度
予算額
	増△減額
	摘要

	２　○○学校費
	
	
	
	

	（１）給料
	
	
	
	

	学校長
	
	
	
	

	教員
	
	
	
	1人年額　　　　円
　　　　○○○人分

	兼任教員
	
	
	
	1時間　　　　　円
　　　　　　／時分

	事務員
	
	
	
	1人年額　　　　円
　　　　○○○人分

	その他
	
	
	
	

	（２）諸給
	
	
	
	

	旅費
	
	
	
	

	手当
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	

	（３）備品費
	
	
	
	

	機械器具費
	
	
	
	

	図書費
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	

	（４）消耗品費
	
	
	
	

	消耗品費
	
	
	
	

	印刷費
	
	
	
	

	通信運搬費
	
	
	
	

	光熱水料
	
	
	
	

	研究費
	
	
	
	

	実習費
	
	
	
	

	修繕費
	
	
	
	

	保険料
	
	
	
	

	雑費
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


	科目
	予算額
	前年度
予算額
	増△減額
	摘要

	３　寄宿舎費
	
	
	
	

	舎監給
	
	
	
	

	備品費
	
	
	
	

	消耗品費
	
	
	
	

	食料品費
	
	
	
	

	修繕費
	
	
	
	

	保険料
	
	
	
	

	光熱水料
	
	
	
	

	雑費
	
	
	
	

	計
	
	
	
	

	４　法人諸費
	
	
	
	

	役員給
	
	
	
	

	会議費
	
	
	
	

	事務員給料
	
	
	
	

	旅費
	
	
	
	

	備品費
	
	
	
	

	消耗品費
	
	
	
	

	計
	
	
	
	

	５　予備費
	
	
	
	

	６　翌年度へ繰越金
	
	
	
	

	経常部合計
	
	
	
	


支出　臨時部　内訳
	科目
	予算額
	前年度
予算額
	増△減額
	摘要

	１　○○積立金
	
	
	
	

	２　負債償還金
	
	
	
	

	元金
	
	
	
	

	利子
	
	
	
	

	３　営繕費
	
	
	
	

	○○校舎建築費
	
	
	
	

	４　財産購入費
	
	
	
	

	校地購入費
	
	
	
	

	図書購入費
	
	
	
	

	機械器具購入費
	
	
	
	

	臨時部合計
	
	
	
	


９ 過去３年間における生徒の募集状況　
（添付書類）
１　学則
２　その他
ア　教員の履歴書（指定及び直近までの変更承認申請の際に提出した教員分は除く）
イ　時間割表
ウ　入学者の需要見込み（市場調査等）
エ  申請を行う旨を決定した際の理事会等の議事録
